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 Ａ０Ｊ２リニューアルツール 

               インタフェースユニット 

 

SC-A0JQIF24S 

SC-A0JQIF28AS 

SC-A0JQIF56AS 

 

SC-A0JQIF28DS 

SC-A0JQIF56DS 

 

 

 

       ユーザーズマニュアル 
 
このたびは，弊社の A0J2リニューアルツールインタフェースユニット（以下：インタフェース

ユニット）をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

インタフェースユニットを正しく安全にお使いいただくため，ご使用前に本書をよくお読みい

ただき，インタフェースユニットの機能・性能を十分ご理解のうえ，正しくご使用くださるよ

うお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

１. 許可なく，本ユーザーズマニュアルの無断転載をしないでください。 

２. 記載事項は，お断りなく変更することがありますので，ご了承ください。 

３. シーケンスプログラムの置換えについての詳細は、三菱電機株式会社発行の 

 『MELSEC-A0J2Hシリーズから Qシリーズへの置換えの手引き』L(名)08056 を 

参照してください。 
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◆ 安全上のご注意 

 （ご使用前に必ずお読みください） 
本製品のご使用に際しては，本マニュアルおよび本マニュアルで紹介している関連マニュアルを 

よくお読みいだだくと共に，安全に対して十分に注意を払って正しい取扱いをしていただくよう 

お願い致します。 

 本マニュアルで示す注意事項は，本製品に関するもののみについて記載したものです。 

 この◆安全上のご注意では，安全注意事項のランクを「警告」，「注意」として区分してあり 

 ます。 

 

 

 なお，  注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

 いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

 

本マニュアルは必要なときに読めるよう大切に保管すると共に，必ず最終ユーザまでお届けいただく

ようお願いいたします。 

 

設計上の注意事項 

                    

●外部電源の異常や本製品の故障時でも，システム全体が安全側に働くように本製品の外部で

安全回路を設けてください。誤出力，誤動作により，事故の恐れがあります。 

①非常停止回路，保護回路，正転／逆転などの相反する動作のインタロック回路，上限／

下限など機械の破損防止のインタロック回路などは，本製品の外部で回路構成してくだ

さい。 

②出力ユニットトライアックなどの故障によっては，出力が常時 ON，常時 OFF 状態になる

可能性があります。重大な事故につながるような出力信号については，外部で監視する

回路を設けてください。 

 

●出力ユニットにおいて，定格以上の負荷電流または負荷短絡などによる過電流が長時間継続

して流れた場合，発煙・発火の恐れがありますので，各出力チャンネルの外部にヒューズな

どの安全回路を設けてください。 

 

●Qシーケンサ電源及び本インタフェースユニットのユニット電源立上げ後に，外部供給電源

を投入するように回路を構成してください。外部供給電源を先に立ち上げると，誤出力，誤

動作により事故の恐れがあります。 

 

警告 

注意 

取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，死亡または重傷 

を受ける可能性が想定される場合。 

取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，中程度の傷害や 

軽傷を受ける可能性が想定される場合および物的損傷だけの発生が 

想定される場合。 

警告 
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設計上の注意事項 

                    

●A0J2 リニューアルツールと合わせて使用される Q シーケンサのベースは A0J2 シリーズと異な

り FG と同電位となっております。 

●制御線や電源ケーブルは，主回路や動力線などと束線したり，近接したりしないでください。 

   100mm以上を目安として離してください。ノイズにより，誤動作の原因になります。 

●出力ユニットでランプ負荷，ヒータ，ソレノイドバルブ等を制御するとき，出力の OFF→ON時

に大きな電流(通常の 10 倍程度)が流れる場合がありますので，定格電流に余裕のある出力ユ

ニットの選定を行ってください。 

 

 

インタフェースユニット取付け上の注意事項 

                    

●本製品は本ユーザーズマニュアルに記載の一般仕様で使用してください。一般仕様の範囲以

外   の環境で使用されると，感電，火災，誤動作，製品の損傷あるいは劣化の原因になりま

す。 

●本製品の導電部分には直接触らないでください。誤動作，故障の原因になります。 

 

配線上の注意事項 

                    

 ●配線作業は，必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと， 

   感電あるいは製品の損傷の恐れがあります。 

●配線作業後、通電、運転を行う場合は、必ず製品に付属の端子カバーを取り付けてください。 

端子カバーを取り付けないと、感電の恐れがあります。 

 

                    

●FG 端子および LG 端子は，シーケンサ専用の D 種接地（第三種接地）以上で必ず接地を行って

ください。感電，誤動作のおそれがあります。 

●本製品への配線は，製品の定格電圧および端子配列を確認した上で正しく行ってください。 

定格と異なった電源を接続したり，誤配線をすると，火災，誤動作の原因になります。 

●端子ネジの締付けは，規定トルク範囲で行ってください。 

端子ネジの締付けがゆるいと，短絡，火災，誤動作の原因となります。 

端子ネジを締め過ぎると，ネジや製品の破損による落下，短絡，誤動作の原因になります。 

●製品内に，切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。 

火災，故障，誤動作の原因になります。 

 

  

注意 

警告 

注意 

注意 
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立上げ・保守上の注意事項 

                    

●通電中に端子に触れないでください。感電の原因になります。 

●清掃，端子ネジの増し締めは，必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮

断しないと，感電の恐れがあります。 

端子ネジの締め付けがゆるいと，短絡，誤動作の原因になります。 

ネジを締め過ぎると，ネジや製品の破損による落下，短絡，誤動作の原因になります。 

 

                    

●製品の分解，改造はしないでください。故障，誤動作，けが，火災の原因となります。 

●ユニットの着脱は，必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。 

全相遮断しないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。 

 

廃棄時の注意事項 

                    

 ●本製品を廃棄するときは，産業廃棄物として扱ってください。 

 

◆ 梱包品の確認 
 梱包を開いて、お客様が注文されたセット内容であるかご確認ください。 

セット形名 

①SC-A0JQIF24S ②SC-A0JQIF28AS ③SC-A0JQIF28DS ④SC-A0JQIF56AS ⑤SC-A0JQIF56DS 

No. 梱包品名称 ① ② ③ ④ ⑤ 

1 インタフェースユニット *1 1 1 1 1 1 

2 ヒューズ(3.15A) 3 2 2 3 3 

3 ヒューズホルダ 3 2 2 3 3 

4 ホルダカバー 3 2 2 3 3 

5 ヒューズ接続ケーブル 3 2 2 3 3 

6 

なべ小ネジ M3×8 ワッシャー,

スプリングワッシャー付 

(ヒューズホルダと盤固定用) 

3 2 2 3 3 

7 
インタフェースユニット 

ユーザーズマニュアル(本書) 
1 1 1 1 1 

8 外付ヒューズの取付け手順書 1 1 1 1 1 
*1. お客様が注文された形名であるか、ご確認ください。 

◆ 質量 
 

インタフェースユニット 質量〔kg〕 

SC-A0JQIF24S 0.46 

SC-A0JQIF28AS 0.43 

SC-A0JQIF28DS 0.41 

SC-A0JQIF56AS 0.66 

SC-A0JQIF56DS 0.61 

警告 

注意 

注意 
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◆ 各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

・SC-A0JQIF24S 

・SC-A0JQIF28AS 

・SC-A0JQIF28DS 

TO MELSEC INPUT →  シーケンサの入力ユニット

(QX41Y41P,QH42Pの入力側、又は

QX41 など)に接続 

TO MELSEC OUTPUT →  シーケンサの出力ユニット

(QX41Y41P,QH42Pの出力側、又は

QY41P など)に接続 

 

：ベースアダプタ固定ネジ穴(４ヶ所) 

：電源端子台固定ネジ穴(２ヶ所) 

：外部 DC24V電源取付板固定用ネジ穴(２ヶ所) 

端子台 

形名シール 

コネクタ（TO MELSEC INPUT） 

コネクタ（TO MELSEC OUTPUT） 

 

定格銘板 

※SC-A0JQIF24Sに INPUTコネクタは付いていません。 

※SC-A0JQIF24Sはケース上の表記が下図と異なります。 



６ 

 

 

 

  

・SC-A0JQIF56AS 

・SC-A0JQIF56DS 

 

：ベースアダプタ固定ネジ穴(４ヶ所) 

：電源端子台固定ネジ穴(２ヶ所) 

：外部 DC24V電源取付板固定用ネジ穴(２ヶ所) 

TO MELSEC INPUT →  シーケンサの入力ユニット

(QX41Y41P,QH42Pの入力側、又は

QX41 など)に接続 

TO MELSEC OUTPUT →  シーケンサの出力ユニット

(QX41Y41P,QH42Pの出力側、又は

QY41P など)に接続 

 

端子台１ 

 

形名シール 

 

端子台 2 

 

定格銘板 

 

 

コネクタ（TO MELSEC OUTPUT） 

 

 

コネクタ（TO MELSEC INPUT） 
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◆ 一般仕様 
 

項目 仕様 

使用周囲温度 0～55℃ *1 

保存周囲温度 -25～75℃ *1*2 

使用周囲湿度 JIS B 3502,IEC61131-2に適合 レベル RH-2（5～95％RH,結露なきこと）*3 

保存周囲湿度 JIS B 3502,IEC61131-2に適合 レベル RH-2（5～95％RH,結露なきこと）*3 

耐振動 

JIS B 3502, 

IEC 61131-2 

に適合 

 周波数 加速度 振幅 掃引回数 

断続的な振動 

がある場合 

10～57Hz ― 0.075mm 
X,Y,Z 

各方向 10回 

(80 分間) 

57～150Hz 9.8m/s
２
 ― 

連続的な振動 

がある場合 

10～57Hz ― 0.035mm 

57～150Hz 4.9m/s
２
 ― 

耐衝撃 JIS B 3502, IEC 61131 - 2 に適合（147 m/s
２
,X,Y,Z 方向各 3回） 

使用雰囲気 腐食性ガスのないこと 

使用標高 JIS B 3502, IEC 61131 - 2 に適合（2000m以下）*4 

設置場所 制御盤内 

オーバボルテージ 

カテゴリ 
JIS B 3502, IEC 61131 - 2 に適合（カテゴリⅡ以下）*5 

汚染度 JIS B 3502, IEC 61131 - 2 に適合 汚染度 2以下 *6 

*1：使用／保存周囲温度は、JIS B 3502,IEC 61131 – 2の規定を超える必要条件を満たしています。 

*2：AnSシリーズのユニットと組合わせる場合は、-20～75℃以内で保存してください。 

*3：AnSシリーズのユニットと組合わせる場合は、10～90％RH以内で使用してください。 

*4：標高 0ｍ付近で発生しうる大気圧以上に加圧した環境下では使用できません。故障する可能性があ

ります。 

*5：その機器が公衆電線網から構内の機械装置に至るまでのどこの配線部に接続されていることを想 

定しているかを示す。カテゴリⅡは、固定設備から給電される機器などに適用される。定格 300V

までの機器の耐サージ電圧は、2500V。 

*6：その機器が使用される環境における導電性物質の発生度合を示す座標。汚染度２は、非導電性の

汚染しか発生しない。ただし、たまたまの凝結によって一時的な導電が起こりうる環境。 

 

◆ インタフェースユニット電源仕様 
 

インタフェースユニットは既設 A0J2 シリーズに対して、別途ユニット電源が必要な為、下記表の消費 

電流が増加します。既設の DC24V 電源の電流容量を超える場合は、別途外部供給電源をご用意ください。 

 

インタフェースユニット電源仕様  

形名 
SC-A0JQIF 

24S 28AS 28DS 56AS 56DS 

電流 370mA 290mA 285mA 580mA 570mA 

電圧 DC24V±10％ 

※2段積みの場合は消費電流は 2台分になります。 

※ユニット電源端子位置については端子台仕様参照 

※Qシーケンサの入出力ユニットで消費する分も含まれます。 
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◆ 端子台仕様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

端子名称 信号名 備考 

TB1 Y20 

出力 

TB2 Y21 

TB3 Y22 

TB4 Y23 

TB5 Y24 

TB6 Y25 

TB7 Y26 

TB8 Y27 

TB9 COM1 外部供給電源 

TB10 NC 空き 

TB11 Y28 

出力 

TB12 Y29 

TB13 Y2A 

TB14 Y2B 

TB15 Y2C 

TB16 Y2D 

TB17 Y2E 

TB18 Y2F 

TB19 COM2 外部供給電源 

TB20 NC 空き 

TB21 Y30 

出力 

TB22 Y31 

TB23 Y32 

TB24 Y33 

TB25 Y34 

TB26 Y35 

TB27 Y36 

TB28 Y37 

TB29 COM3 外部供給電源 

TB30 NC 

空き 
TB31 NC 

TB32 NC 

TB33 NC 

TB34 ＋ 
ユニット電源 

TB35 － 

TB36 FG 接地端子 

 

SC-A0JQIF24S 

注意 
※        は既設の A0J2(H)シリーズにはありま

せん。本インタフェースユニットで追加されたユニット

電源の端子です。置き換え時には必ず電源を接続してく

ださい。 

※ユニット電源は DC24V±10％の電圧を供給してください。 

＋ と － 
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SC-A0JQIF28AS, SC-A0JQIF28DS 

 

 

 

 

 

端子名称 信号名 備考 

TB1 X0 

入力 

TB2 X1 

TB3 X2 

TB4 X3 

TB5 X4 

TB6 X5 

TB7 X6 

TB8 X7 

TB9 X8 

TB10 X9 

TB11 XA 

TB12 XB 

TB13 XC 

TB14 XD 

TB15 XE 

TB16 XF 

TB17 COM1 外部供給電源 

 TB18 Y20 

出力  

TB19 Y21 

TB20 Y22 

TB21 Y23 

TB22 Y24 

TB23 Y25 

TB24 Y26 

TB25 Y27 

TB26 COM2 外部供給電源 

※TB27 ＋ ユニット電源 

TB28 Y28 

出力 TB29 Y29 

TB30 Y2A 

TB31 COM3 外部供給電源 

TB32 Y2B 出力 

TB33 COM3 外部供給電源 

※TB34 ＋ 

ユニット電源 ※TB35 
－ 

※TB36 

 

注意 
※        は既設の A0J2(H)シリーズにはありませ

ん。本インタフェースユニットで追加されたユニット電源

の端子です。置き換え時には必ず電源を接続してください。 

※COM3 の端子が TB31,TB33 の 2箇所にあり、ユニット内部で

接続されています。 

 TB33 は既設配線が接続されている為そのままの状態にし、

TB31は何も接続しないでください。 

※TB36 の既設の FG線を外してください。 

※ユニット電源は DC24V±10％の電圧を供給してください。 

※ユニット電源   の端子が TB27,TB34 の 2 箇所にあり、

ユニット内部で接続されています。 

及び、ユニット電源   の端子が TB35,TB36 の 2 箇所に

あり、ユニット内部で接続されています。 

電源線はどちらか片方に接続し、もう片方には何

も接続しないでください。 

誤って接続すると本ユニット、電源、及び接続先 

機器の故障原因になります。 
 

＋ と － 

 

＋ 

－ 
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SC-A0JQIF56AS, SC-A0JQIF56DS 

端子台１ 端子台２ 

端子名称 信号名 備考 

TB1 X0 

入力 

TB2 X1 

TB3 X2 

TB4 X3 

TB5 X4 

TB6 X5 

TB7 X6 

TB8 X7 

TB9 X8 

TB10 X9 

TB11 XA 

TB12 XB 

TB13 XC 

TB14 XD 

TB15 XE 

TB16 XF 

TB17 COM1 外部供給電源 

TB18 X10 

入力 

TB19 X11 

TB20 X12 

TB21 X13 

TB22 X14 

TB23 X15 

TB24 X16 

TB25 X17 

TB26 X18 

TB27 X19 

TB28 X1A 

TB29 X1B 

TB30 X1C 

TB31 X1D 

TB32 X1E 

TB33 X1F 

TB34 COM2 外部供給電源 

※TB35 ＋ 
ユニット電源 

※TB36 － 

 

端子名称 信号名 備考 

TB1 Y20 

出力 

TB2 Y21 

TB3 Y22 

TB4 Y23 

TB5 Y24 

TB6 Y25 

TB7 Y26 

TB8 Y27 

TB9 COM3 外部供給電源 

TB10 NC 空き 

TB11 Y28 

出力 

TB12 Y29 

TB13 Y2A 

TB14 Y2B 

TB15 Y2C 

TB16 Y2D 

TB17 Y2E 

TB18 Y2F 

TB19 COM4 外部供給電源 

TB20 NC 空き 

TB21 Y30 

出力 

TB22 Y31 

TB23 Y32 

TB24 Y33 

TB25 Y34 

TB26 Y35 

TB27 Y36 

TB28 Y37 

TB29 COM5 外部供給電源 

TB30 

NC 空き 
TB31 

TB32 

TB33 

※TB34 ＋ 
ユニット電源 

※TB35 － 

TB36 FG 接地端子 

 注意 
※       は既設の A0J2(H)シリーズにはありません。本インタフェースユニットで

追加されたユニット電源の端子です。置き換え時には必ず電源を接続してください。 

※ユニット電源は DC24V±10％の電圧を供給してください。 

※ユニット電源   の端子が端子台 1 TB35,端子台 2 TB34の 2箇所にあり、ユニット内部

で接続されています。 

及び、ユニット電源   の端子が端子台 1 TB36,端子台 2 TB35 の 2箇所にあり、ユニッ

ト内部で接続されています。 

電源線はどちらか片方に接続し、もう片方には何も接続しないでください。 

誤って接続すると本ユニット、電源、及び接続先機器の故障原因になります。 

＋ と － 

 

＋ 

－ 
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◆ 入出力仕様 
【AC入力】対象機種：SC-A0JQIF28AS, SC-A0JQIF56AS 

  入 力 仕 様 

入 力 点 数 
SC-A0JQIF28AS：16点 

SC-A0JQIF56AS：32点 

絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁 

定 格 入 力 電 圧 AC100-120V 50/60Hz 

定 格 入 力 電 流 10mA(AC100V，60Hz) 

使 用 電 圧 範 囲 AC85～132V(50/60Hz±5%) 

O N 電 圧 / O N 電 流 AC80V 以上/6mA以上（50Hz，60Hz） 

O F F 電 圧 / O F F 電 流 AC26V 以下/1.7mA 以下（50Hz，60Hz）*1 

突 入 電 流 最大 300mA 0.3ms以内(AC132V) 

入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 
約 10KΩ(60Hz) 

約 12KΩ(50Hz) 

応 答 時 間 
O F F → O N 14ms 以下（11ms TYP.）*2 

O N → O F F 19ms 以下（13ms TYP.）*2 

コ モ ン 方 式 16点 1コモン 

最 大 同 時 入 力 点 数 
SC-A0JQIF28AS：100%(16点/1コモン)同時 ON 

SC-A0JQIF56AS：60%(10点/1コモン)同時 ON 

 回路図 

*1:OFF 電圧/電流が置き換え前の機種より小さくなっていますので、使用しているセンサやスイッチの漏れ電

流仕様が、OFF 電流値以下であることを確認してください。なお、漏れ電流が OFF 電流仕様以上となる場

合は、ホームページ（URL http://www.melsc.co.jp/business/）から『MELSEC-A0J2(H)システムから A0J2 リ

ニューアルツールを使用した置換えの手引き』(X903070804)の『4.2 入力ユニットのトラブル対策』を参照して

対策をお願いします。 

*2：Q シーケンサ入力ユニット(QX41Y41P,QH42P,QX41)は含まれません 

  

内部回路
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Qシーケンサ
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【DC 入力】対象機種：SC-A0JQIF28DS,SC-A0JQIF56DS 

入 力 仕 様 

入 力 点 数 
SC-A0JQIF28DS：16点 

SC-A0JQIF56DS：32点 

絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁 

定 格 入 力 電 圧 DC12V DC24V 

定 格 入 力 電 流 約 3mA 約 7mA 

使 用 電 圧 範 囲 DC10.2～26.4V(リップル率 5%以内) 

O N 電 圧 / O N 電 流 DC9.5V 以上/2.6mA以上 

O F F 電 圧 / O F F 電 流 DC6V 以下/1.0mA以下 

入 力 抵 抗 約 3.3KΩ 

入 力 形 式 
シンク入力 

(入力電流が流れ出る形式) 

応 答 時 間 
O F F → O N 5ms 以下（1ms TYP.）*1 

O N → O F F 5ms 以下（1ms TYP.）*1 

コ モ ン 方 式 16点 1コモン 

最 大 同 時 入 力 点 数 
SC-A0JQIF28DS：100%(16点/1コモン)同時 ON 

SC-A0JQIF56DS：60%(10点/1コモン)同時 ON 

 回路図 

*1：Q シーケンサ入力ユニット(QX41Y41P,QH42P,QX41)は含まれません 

 

  

内部回路

R

R

DC12/24V

Qシーケンサ

+-



１３ 

【トライアック出力】対象機種：SC-A0JQIF24S,SC-A0JQIF28AS,SC-A0JQIF28DS, 

SC-A0JQIF56AS,SC-A0JQIF56DS 

出 力 仕 様 

出 力 点 数 
SC-A0JQIF28AS, SC-A0JQIF28DS：12点 

SC-A0JQIF24S,SC-A0JQIF56AS,SC-A0JQIF56DS：24 点 

絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁 

定 格 負 荷 電 圧 AC100-240V 47～63Hz 

最 大 負 荷 電 圧 AC264V 

最 大 負 荷 電 流 0.6A/1 点，2.4A/1コモン 

最 小 負 荷 電 圧 ・ 電 流 AC24V 100mA，AC100V/240V 10mA 

最 大 突 入 電 流 20A10ms以下，8A100ms以下 

OFF 時漏洩電流 1.5mA(AC120V60Hz),3mA(AC240V60Hz) 

O N 時 最 大 電 圧 降 下 
1.5V 以下(0.1～0.6A)，1.8V 以下(0.1A以下) 

2.0V 以下(10～50mA) 

応答時間 
O F F → O N 1ms 以下 *1 

O N → O F F 0.5 サイクル+1ms以下 *1 

ヒ ュ ー ズ なし（各コモンにヒューズの取付けが必要） *2 

サ ー ジ 

キ ラ ー 

CRアブ 

ソーバー 
0.015μF+22Ω 

バ リ ス タ バリスタ電圧 400～540V 

コ モ ン 方 式 8点１コモン，4点１コモン 

温度ディレーティング 

SC-A0JQIF24S,SC-A0JQIF28AS,SC-A0JQIF56AS,SC-A0JQIF56DS 

：次頁ディレーティング図参照 *3 

SC-A0JQIF28DS：制約なし 

 回路図 

注意事項*1～3 及びディレーティング図は次頁参照 
  

内部回路

L

AC100V

L

Qシーケンサ

+ -

DC24V

R

*2 
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*1：Q シーケンサ出力ユニット(QX41Y41P,QH42P,QY41P)は含まれません 
  Q シーケンサユニットの応答時間を含めた場合、既設ユニットより応答速度が 1ms 長くなります。 

*2：既設ユニットと異なりヒューズが内蔵されておりません。及び、ヒューズが遮断した際のCPUへの信号は

出力されません。 

負荷短絡した場合に，外部機器及びユニットの焼損を防止する目的で各コモンに外付けヒューズを取付

けて頂く必要があります。ユニットに同梱されているヒューズセットをご使用ください。 

詳細は下記の「トライアック出力ユニットの使用上の注意事項」を参照ください。 

*3：SC-A0JQIF24S,SC-A0JQIF28AS,SC-A0JQIF56AS,SC-A0JQIF56DS は既設ユニットと異なり、同時 ON 点

数,最大負荷電流が周囲温度条件により変わります。ディレーティング特性を確認の上ご使用ください。 
 

ディレーティング図 
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◆ トライアック出力ユニットの使用上の注意事項 
トライアック出力は既設のユニットと異なり、ヒューズが内蔵されておりません。 

出力は負荷短絡した場合に、外部機器及びユニットの焼損を防止する目的で、出力端子の各

コモンにヒューズを取付けて頂く必要があります。 

インタフェースユニットに同梱されているヒューズセットをご使用ください。ヒューズホル

ダは同梱のなべ小ねじ(M3×8)を使用し、制御盤に固定してください。 

取付け方法の詳細は当社ホームページ（URL http:/www.melsc.co.jp/business/）から

「A0J2リニューアルツールシーケンサ固定台セット/ベースアダプタ 置換えマニュアル」

(X903070803)を参照ください。 

ヒューズを追加で購入の際は弊社へお問合せください。 

 

ヒューズとヒューズホルダの形名、仕様 

No 名称 形名 メーカー 仕様 

1 ヒューズ 216 3.15MXP リテルヒューズ 3.15A 

2 ヒューズホルダ F-710-A 
サトーパーツ 

外形寸法 35mm×19mm×11mm 

耐電圧 AC2000V 1min 

3 ホルダカバー F-710-FC2 ― 
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◆ 保証について 
 ご使用に関しましては，以下の製品保証内容をご確認いただきますよう，よろしくお願いいた 

します。 

 

1.無償保証期間と無償保証範囲 

無償保証期間中に，製品に当社側の責任による故障や瑕疵（以下併せて「故障」と呼びます）が 

発生した場合，お買い上げいただいた販売店または当社支社／支店を通じて，無償で製品を修理， 

または代替品の提供をさせていただきます。ただし，離島およびこれに準ずる遠隔地への出張 

修理が必要な場合は，技術者派遣に要する実費を申し受けます。 

 

■無償保証期間 

製品の無償保証期間は，製品ご購入後またはご指定場所に納入後 1年間とさせていただきます。 

ただし，当社製品出荷後の流通期間を最長 6ヶ月として，製造から 18ヶ月を無償保証期間の上 

限とさせていただきます。また，修理品の無償保証期間は，修理前の保証期間を超えて長くなる 

ことはありません。 

 

■無償保証範囲 

(1)使用状態，使用方法および使用環境などが，取扱説明書，製品本体注意ラベルなどに記載され 

  た条件，注意事項などに従った正常な状態で使用されている場合に限定させていただきます。 

(2)無償保証期間内であっても，下記の場合は保証の対象範囲から除外させていただきます。 

 ①お客様における不適切な保管や取扱い，不注意，過失などにより生じた故障。 

 ②お客様にて当社の了解なく製品に改造，修理などを加えたことに起因する故障。 

 ③当社製品が本来の使用方法以外で使用されたことによる故障，または業界の通念を超えた使用 

  による故障。 

 ④取扱説明書などに指定されたケーブルやアクセサリ，機器が正常に保守，交換されていれば防 

  げたと認められる故障。 

 ⑤当社出荷当時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。 

 ⑥火災などの不可抗力による外部要因および地震，雷，風水害などの天変地異など，当社側の責 

  ではない原因による故障。 

 ⑦その他，当社の責任以外による故障またはお客様が当社責任外と認めた故障。 

 

2.生産中止後の有償保証期間 

当社が有償にて製品修理を受け付けることができる期間は，その製品の生産中止後 7年間です。 

生産中止後の製品供給，代替品の供給はできません。 

 

3.機会損失、二次損失などへの保証責務の除外 

無償保証期間の内外を問わず，当社の責に帰すことができない事由から生じた損害，当社製品の 

故障に起因するお客様での機会損失，利益の逸失・損失，当社の予見の有無を問わず特別の事情 

から生じた損害，二次損害，事故補償，交換に関わる費用，当社製品以外への損傷およびその他の 

業務に対する補償については，当社は責任を負いかねます。 

 

4.製品仕様の変更 

カタログ，仕様書，技術資料などに記載されている仕様は、お断りなしに変更することがありま 

す。 

  



１６ 

5.製品の適用について 

■使用条件 

当社製品をご使用される場合は，万一，故障，不具合などが発生した場合でも重大な事故にいた 

らない用途であること，バックアップなどの対策が実施されていることをご使用の条件とさせて 

いただきます。 

 

■適用の除外など 

(1)当社製品は，一般工業などへの用途を対象として設計・製造されています。原子力発電所およ 

   びその他発電所，鉄道や航空などの公共交通機関といった公共への影響が大きい用途や車両設 

   備医用機械，娯楽機械，安全装置，焼却設備，および行政機関や個別業界の規制に従う設備へ 

   の使用で，特別品質保証体制をご要求になる用途には，適用を除外させていただきます。 

(2)人命や財産に大きな影響が予測され，安全面や制御システムにとくに高信頼性が要求される用 

   途には適用を除外させていただきます。 

 

6.海外でのサービス 

海外でご使用の場合，現地アフターサービスはできません。 

異常や故障などが発生し，アフターサービスが必要な場合は，日本国内で受付けさせていただきます。 

 

◆ 製品のお問い合わせ 
 

各製品に関するお問い合わせ先は、当社ホームページにてご確認ください。 
www.melsc.co.jp/business/introduction/inquiry.html 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・お断りなしに内容を変更することがありますのでご了承ください。 

・許可なく、本ユーザーズマニュアルの無断転載をしないでください。 

X903080903F ２０２２年６月作成 


